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目的 Purpose

運転中の標識の見落としを防止する方法の１つとして車内標識が実用化されている．本研究では，車内標識がドラ
イバに与える影響を評価・検討する．

車内標識 In-vehicle traffic signs

Publications

V2I communication
or Image recognition

 表示内容
速度標識：規制速度と走行速度との差(km/h単位)
案内標識：目的地を明瞭にした案内標識画像
 表示タイミング
速度に応じて計算した表示範囲内に標識が進入した時

速度対応型車内標識

 表示内容
地上標識を模擬した画像
 表示タイミング
105mに固定した表示範囲内に標識が進入した時点

距離固定型車内標識

実験条件 Experimental conditions

 実験内容
渋谷方向に向けて運転する．
案内標識，速度標識に従い走行
 実験環境
ドライビングシミュレータ（DS）
ヘッドアップディスプレイ
（HUD）
→車内標識を模擬

 被験者:11名

結果 Results
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Indexes of excess speed (*:p<0.05, ANOVA).
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Percentages of time to gaze at 
speedometer (*:p<0.05, ANOVA).

走行時間全体におけるスピードメータ
の視認時間の割合について，車内標識
なし， 距離固定型車内標識，速度対応
型車内標識の3条件間で比較した．下図
のとおり，速度対応型車内標識におい
てスピードメータの視認時間割合が最
も小さいことが確かめられた．

また，安全性の評価指標として，規制速度超過指数を下式のと
おり定義した．走行時に規制速度を超過した場合，走行速度と
規制速度との差を積分し，走行シナリオ全体における規制速度
の積分値で除した．この指数について，車内標識なし， 距離固
定型車内標識，速度対応型車内標識の3条件間で比較した．下
図のとおり，速度対応型車内標識において規制速度超過指数が
最も小さいことが確かめられた．
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